
１．基本情報および一年間の測定結果

② 各室の有効容量と引抜き結果

１００％ １００％

保守

①消音対策：空気逃がしバルブ取付

　２次処理：上部板状・下部ヘチマ様円筒ろ材

　２次処理：自動逆洗装置無し

浄化槽の特徴

２．浄化槽の概要図と清掃時の設定状況
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① 適正量引抜き後の測定結果

平成26年8月（適正量）

平成26年4月30日 2025

25

堆積汚泥厚

ＤＯ
(mg/L) ｐＨ

清掃

１次処理２室（㎝）

法定検査

８月

日平均汚水量 ４月

１次処理１室（㎝）

人槽／使用人員

０．６６㎥/日

放流水
透視度(度)

５人槽／４人使用

23 20 20

20

事例３８　適正量引抜きによる水質改善事例
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３．清掃時の槽内状況（平成26年8月7日）

４．清掃２か月後、保守点検時の槽内状況（平成26年10月30日）

６．清掃後の保守点検結果

   １室固液分離良い 生物膜が生成している

③ 前年１次処理２室堆積汚泥厚１０ｃｍ→１ｃｍに減少

５．作業及び調整内容

放流

保守
１０/３０

清掃
８/７

手動逆洗と併せ強制撹拌１５分実施後、バキューム車で上澄水１/２を１次処理１室張り水に使用

１次処理の固液分離機能を考慮し循環水量１．０L/分→０．１L/分に変更する

処理水槽の堆積汚泥厚１６ｃｍを移送後、２次処理の強制撹拌を実施する

１次処理２室　流出水１次処理１室　流出水

流入

２次処理槽内水

②剥離汚泥の沈降性が良い

１次処理１室

１次処理１室

②２次処理槽内
　 生物膜が多い 　 上澄水は１室へ移送する

１次処理２室 ２次処理/処理水槽

流入

１次処理２室 ２次処理/処理水槽

① 前年１次処理流出水透視度１８度→２８度、放流水透視度２５度→５０度に改善（２６年１０月３０日）

② 前年１次処理１室スカム厚１ｃｍ→１２ｃｍに増加、堆積汚泥厚２０ｃｍ→７ｃｍに減少

   前年１０月保守１８度より向上

放流

②手動逆洗と併せて

③１室流出水透視度　２２度 ④２室流出水透視度　２８度 放流水透視度　５０度

ＤＯが１．１ｍｇ/Ｌと低い事から放流バルブ１００％→８０％に変更し、ばっ気撹拌を強める

　 強制撹拌を実施する
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